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08年夏のSMBのIT指標

　株式会社ノークリサーチ（本社〒120-0034 東京都足立区千住1-4-1　東京芸術センター1705：代表伊嶋謙ニ03-5244-6691　
URL：http//www.norkresearch.co.jp）では、第4回目のSMB市場に対する市場展望を行った。
　今回の「SMB短観」は、08年夏季の「IT投資意欲」「サーバ/クライアント管理」「SaaSに対する意識」についてのアンケートを実施し、
800社の回答結果の速報をまとめた（08年7月実施）。今後も、SMB市場に関する様々な定点観測や専門的な分析を継続的に行い
四半期毎に発表する（毎年2月、5月、8月、11月に発行予定）。

【08年8月SMB短観のポイント】
08年後半に向けてIT投資意欲は回復するも、新規の戦略投資は足踏み
　▼SaaSでユーザが適切と考える一人当たり月額料金は1000円未満が主体
　▼ブレードはユーザがメリットを理解して自発的に導入を開始
　▼仮想化技術は検討段階、サーバ統合ニーズと同期した活用方法を想定
　▼IT担当者の約50%は自主的に最新ITトピックを情報収集

【SMBアンケート調査概要】
▼調査対象;5億～500億円企業企業 ▼調査方法;Webアンケート ▼有効回答数;800社 ▼調査日程;8月中旬
ノークリサーチでは中堅・中小企業向け市場（SMB＝Small＆Medium Business）を『年商5億円以上500億円未満の民間企業』と定義している。
さらに年商クラスによってセグメントを行い「中堅Hクラス(年商300億円以上~500億円未満)」、「中堅Mクラス(年商100億円以上～300億円未
満)」、「中堅Lクラス(年商50億円以上～100億円未満)」、「中小企業(年商5億円以上～50億円未満)」の4つのカテゴリに分類している。

08年夏季は概ね快晴だが、投資は締めの方向へData1.　SMB-IT天気予報

　08年度のIT投資予算の増減について「増える」「同じ程度」「減る」の３段階の質問を行い、「増える」と「減る」の差異
で「投資意欲指数」を算出し、5段階のIT天気予報として指標化したものである。　　
景気後退の厳しい状況にも関わらず、前回08年春季(5月)時点と比較すると、IT投資額を増やすと回答した企業が
年商規模、業種を問わず多かった。2008年度下期に向けて、各企業がIT投資の必要性を強く感じていると見ること
ができる。しかしユーザやベンダの声を聞く限り、投資の方向は業務改善などの積極的なIT活用ではなく、来年のJ-
SOX施行や進行基準会計などの各種法制度への対応やサーバ統合による運用管理負荷軽減とセキュリティ強化と
いった「締めのIT投資」が多くを占めるものと予想される。
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利用料金は1ユーザ月額1000円未満が主流
データ安全性に関する懸念も啓蒙による解消を期待

Data2.　SaaSに対する意識

　グループウェア及びメールをSaaSで利用する際に、1ヶ月1ユーザ当りの妥当な料金について尋ねたものが以下の
グラフである。グループウェアに関しては1000円未満とする回答が47.7%と約半数を占めており、現状ASPやSaaS
で提供されているWebグループウェアサービスの利用料金と概ね一致している。一方、メールについては500円未満
という回答が41.5%に達している。メールに関しては既にプロバイダなどがオプションメニューの形で簡易で安価なメー
ルサービスを提供している。特にSMBにおいてはインターネット接続回線契約と合わせ、それらプロバイダが提供する
メールサービスを利用することが多い。セキュリティやモバイル対応など付加価値の高いメールサービスを提供するこ
とでSaaS提供会社各社は差別化戦略を進めているが、簡易で安価なメールサービスに満足しているユーザとの間に
は若干の乖離が見られる。このようにSaaSを利用する際にユーザが適切と考える利用料金はアプリケーション種別
によって大きく異なっている。ノークリサーチでは他にも「ウイルスチェック」「スパムチェック」「SFA・CRM」「表計算・ワー
プロ」「販売・購買管理」「ポリシー制御」「ファイル共有・転送」「モバイルアクセス」「ソフトウェア資産管理」」「人事・給与」
「データバックアップ」といった各種アプリケーションに関するユーザの意識調査も実施している。それらの分析結果は
11月発刊予定の『2008年版SaaS最新動向レポート特別版』にて詳しく掲載する。

SaaSでグループウェアを利用する際の
1ヶ月1ユーザ当りの適切と感じる利用料金

SaaSでメールを利用する際の
1ヶ月1ユーザ当りの適切と感じる利用料金

　利用料金と並んで、SaaSに対するユーザの意識を図る重要なバロメータが「データ格納場所」に関する意識である。
SaaS普及の妨げになる要因として、「ユーザがデータを社外に置くことを嫌気するのでは？」という指摘が良く見られ
るが、実際のところはどうなのだろうか？以下は「いかなる場合においても社外には預けたくないと考えるデータは何
ですか？」という問いに対する回答結果である。

いかなる場合においても社外には預けたくないデータ種別（複数回答）

　情報系システムは比較的抵抗がない一方で、基幹系システムのデータ及び顧客データについて社外に置くこと
を嫌気する傾向が強いことがわかる。顧客データについては個人情報保護法への意識が強く働いていると思われ
る。しかし、IT基盤が磐石とはいえないSMBにおいては社内に置くよりも管理の行き届いたデータセンタに預ける
方がむしろ安全であるケースも多々ある。SaaSの先駆事例としてはCRMが良く取り上げられることからもわかる
ように、顧客データの扱いについては今後啓蒙が進むにつれて徐々に変化していくものと予想される。

顧客データを社外に預けたくないと考える理由（複数回答）

　実際、顧客データを社外に預けたくない理由を尋ねると、コンプライアンスの観点での懸念が主たる要因であるこ
とがわかる。逆に適切なSaaS運用によってコンプライアンス適応が強化されることを訴えられれば、懸念の大半
は解消できる可能性が高い。11月発刊予定の『2008年版SaaS最新動向レポート特別版』では社員が作成した
オフィス文書などの他のデータ種別に関するユーザ意識調査についても網羅した分析を行う。
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ユーザがメリットを自覚して導入、検討
新技術でありながら、ユーザ側の受容性は高い

Data3.　ブレード導入状況

　サーバー統合の最有力手段として注目を浴びるブレードだが、SMBにおける導入状況はどうなっているのであ
ろうか？それを尋ねた結果が以下のグラフである。新規と既存を合わせた導入済み/導入予定/導入検討の合計
は36.1%となっており、比較的新しい技術のSMBにおける導入状況としてはかなり高い値を示している。その一
方でまだブレードを知らないユーザも36.4%に上っており、まだまだ認知が足りていない状況であるといえる。

自社におけるブレード導入状況（運用形態は自社内設置、データセンタなどの社外設置を問わない）

　ブレードを導入または導入を検討しているユーザに対してその理由を尋ねた結果が以下のグラフである。「サーバ
の増設が簡単」「設置場所が節約できる」といった項目を筆頭に、ユーザがサーバ統合によって得られる運用管理
負担の軽減効果を期待している状況が伺える。販社やSIerからの薦めに追従する傾向が強いSMBにおいて、ユー
ザがブレードのメリットを自覚して導入もしくは導入検討を行っているという状況は、サーバ運用管理負担軽減がユー
ザにとって重要な課題であることを示している。

ブレードを導入または検討している理由（複数回答）

　ブレードの導入もしくは検討の状況を問わず、全てのユーザに対してブレードに対する印象を尋ねた結果が以下
のグラフである。従来、ブレードはサーバ台数が数十台を越える大規模な運用環境においてのみ利用されるものと
認識されていた。だが、昨今では3～4台程度のサーバ統合であってもタワー型もしくはラック型からブレードへの移
行は投資対効果が見込めるというのが主要なハードウェアベンダの見解である。それに呼応するようにユーザ側の
意識においても「自社の規模には合わない」という回答は2割を下回っており、8割のユーザは自社の規模でもブレー
ドは選択肢になり得ると考えていることがわかる。
　ブレードはラック型と異なりベンダ独自仕様のシャーシまたはエンクロージャにサーバを格納していく形態をとる。
また最近ではサーバだけでなく、ストレージ/スイッチ/UPSといった各種コンポーネントもエンクロージャに収めるタ
イプのものが多く見られる。こうした状況からユーザ側にはベンダ固有技術への不安や新しい技術に対する不安な
どが生じる可能性があるが、「ベンダ毎に仕様が異なる」は16.6%、「新しい技術に不安がある」は16.1%といず
れも低い数値に留まっている。このことから、ブレードに対するユーザの受容性は比較的高いということがいえるだ
ろう。

ブレードに対する印象（複数回答）
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現在はテスト・検証の段階
ブレードと組み合わせたサーバ統合が最初の活用法

Data4.　仮想化技術の活用状況

　仮想化技術はサーバ統合や古くなったアプリケーションを移設（リホスト）する手段として期待されている。仮想化技術
の対象となるものはサーバだけでなく、クライアント環境、ストレージ、ネットワークなど様々なものがある。ここではあえ
て対象を絞っていないが、現時点では仮想化技術といった場合にはサーバの仮想化を示すと考えて良いだろう。
　以下のグラフは自社内における仮想化技術の利用状況を尋ねた結果である。サーバを仮想化する際には仮想サー
バ上で稼動する各種アプリケーションの動作検証が必要となる。そのためSMBにおいても4.3%がグループウェアなど
の情報系アプリケーションで導入している程度で、大半はまだテスト・検証の段階であるといえる。

自社内における仮想化技術の活用状況

　仮想化技術を導入または検討している理由を尋ねたものが以下のグラフである。ブレードの場合と同様に運用管理負
担の軽減に関係する項目が高いポイントを示している。最近ではブレードにサーバ仮想化のためのミドルウェアをあら
かじめ搭載して出荷するケースも多い。ファイルサーバやプリントサーバといった簡易な用途を中心にブレードと仮想化
技術を併用したサーバ統合が仮想化技術活用の最初のパターンになりそうである。

仮想化技術を導入または検討している理由（複数回答）

　仮想化技術に対する印象を尋ねた結果では仮想化技術を利用する用途がないとする回答が最も多かった。まだ
具体的な活用シーンが確立されていないため、ユーザ側も利用イメージを描けない状況であるといえる。今後ベン
ダ側が幾つかの活用パターンを示すことによって、ユーザの具体的な導入検討が本格的に始まるものと予想される。

仮想化技術に対する印象（複数回答）
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SMB Question? IT関連情報を積極的に収集する担当者は約50%

　SMBでITシステムの管理を担当している社員は本来の業務と兼務しているケースが少なくない。そのため、IT関連
の最新トピックに目を通す時間がなく、ベンダやSIerの提案をそのまま受け入れることが多いとされている。ところが、
実際にIT関連最新トピックに関する意識を尋ねてみると、約50%は自社の経営改善もしくは自身の業務負担軽減の
ために最新トピックの情報収集を行っていることがわかった。IT関連の最新トピックは大企業を対象としたものが多く、
大企業で一通りの実績を出した後で部分的に機能を削ったものをSMBに展開していくという流れが多い。しかし場合
によっては当初からSMBを対象とした積極的な情報提供を行っていくことによってボトムアップの普及を見込めるケー
スも存在するものと思われる。

IT関連最新トピックに関する意識

レポート各冊99,750円（税込）

⇒レポート詳細/お問合せ/お申込みは弊社ホームページをご覧ください
調査レポート最新情報

ノークリサーチのSMBレポート最新ラインアップ

・2008年版中堅･中小企業のIT投資動向に関する実態と展望
・2008年版中堅･中小企業のサーバ/クライアント管理実態と展望
・2008年版中堅･中小企業のPCサーバ導入実態と展望
・2008年版SaaS市場の実態と中期予測

ノークリサーチのSMBレポート近刊予定案内

・2008年版中堅・中小企業向けERP市場の実態と展望レポート
　　※2008年10月末日予定
・2008年版中堅・中小企業の基幹システム購入先のサービス/サポート評価レポート
　　※2008年9月末予定
・2008年版中堅・中小企業のITアプリケーション利用実態と評価レポート
　　※2008年9月末予定
・2008年版ミドルウェアの実態と将来
　　※2008年秋予定
・2008年版SaaS最新動向特別レポート
　　※2008年11月予定

「カスタムリサーチ＆コンサル」
のご案内

▼
市販レポートではカバーできないお客様独自の製品やサー
ビスに関する詳細なリサーチとそれに基づく戦略提言といっ
たコンサルティングも可能です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　▼

inform@norkresearch.co.jpまでお問合せください。

当データに関するお問い合わせ

株式会社 ノークリサーチ　　　監修：伊嶋謙二〈イシマ ケンジ〉　
編集：岩上由高〈イワカミ ユタカ〉
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